
動物用ワクチン-バイオ医薬品研究会
第17回シンポジウム及び総会

伴侶動物バイオ医薬の
トランスレーション

− 基礎科学から臨床へ −

2026 7/17 (金)  13:00 開始

エッサム神田ホール2号館301
* 12:30から同会場にて動物用ワクチン-バイオ医薬品研究会定時総会を開催

講演者

Chris George、Barton Slagter
Amy Purse、Ryuji Iemura

(エランコ・ジャパン株式会社)
「Trutect: The Market Dynamics, R&D, and Regulatory Journey of a Monoclonal 

Antibody for Canine Parvovirus in the United States」

鳩谷 晋吾
(大阪公立大学)

「イヌ・ネコiPS細胞の樹立と分化誘導研究
～伴侶動物疾患研究に向けた基礎的検討～」

宮﨑 徹
(一般社団法人AIM医学研究所)

「ネコCKDに対するAIMの臨床的効果と創薬の現状」

主催：動物用ワクチン-バイオ医薬品研究会
お問合せ先：動物用ワクチン-バイオ医薬品研究会事務局

（jimukyoku@jsavbr.jp）

参加申込→
締切2026/7/7

研究会web
ページ→



動物⽤ワクチン-バイオ医薬品研究会 2026 年度シンポジウムのご案内  
 「伴侶動物バイオ医薬のトランスレーション - 基礎科学から臨床へ -」 
 
⽇時：2026 年 7⽉17⽇（⾦）13:00〜17:00 
開催会場：エッサム神⽥ホール２号館 301 

東京都千代⽥区内神⽥ 3-24-5  TEL 03-3254-8787 
 
内容：  
1. 「Trutect: The Market Dynamics, R&D, and Regulatory Journey of a Monoclonal Antibody for Canine 

Parvovirus in the United States」 
エランコ・ジャパン株式会社 Chris George、Barton Slagter、Amy Purse、Ryuji Iemura 
 

2. 「イヌ・ネコ iPS 細胞の樹⽴と分化誘導研究〜伴侶動物疾患研究に向けた基礎的検討〜」  
⼤阪公⽴⼤学 鳩⾕ 晋吾先⽣ 
 

3. 「ネコ CKD に対する AIM の臨床的効果と創薬の現状」  
AIM 医学研究所 宮崎 徹 先⽣ 
 

 
参加費：正会員、学⽣会員及び賛助会員は無料（年会費：正会員 1,500 円、学⽣会員 1,000 円） 

⾮会員は 1,500 円（学⽣⾮会員は 1,000 円） 
参加申込：Google Forms よりお申し込みください。 
 
 

（https://forms.gle/rD1tiWpz7qNrpvZG9） 
参加申込の締切：2026 年 7⽉7⽇（⽕）（会場定員に達し次第早期の締切あり） 
参加申込・お問合せ：動物⽤ワクチン-バイオ医薬品研究会（jimukyoku@jsavbr.jp） 
 
・当⽇は、同会場で 12 時 30 分から動物⽤ワクチン-バイオ医薬品研究会の定時総会を開催いたしますの
で、会員の⽅はご出席ください。 
・シンポジウム終了後に情報交換会（会費 2000 円）を予定しています。 
・更新情報のご案内については随時ホームページをご確認ください。 
 
研究会 webページはこちら↓ 
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